









































































































こうしたら良いという助言みたいなものです。例えば、相手と話すときは「the shorter the better」。短
く、とにかく繰り返ししゃべれば、何となしに分かってくれることもあるということです。ほかにも、
会議のときは、流れができてしまう前、冒頭に話してしまえば、流れを気にしなくてもよくなるとか、
国際機関の裏方である事務局の人たちは何でも知っているので、その人たちの胃袋をつかんでいろいろ
内情を教えてもらうなどといったコツを教えてもらいました。
5．コミュニケーション
私が最近まで携わっていた、日本と EU の経済連携交渉の中で、鉄道に関する交渉が大きな問題にな
りました。EU 側は、日本の鉄道はヨーロッパで売れるのに、ヨーロッパのものは日本になかなか入れ
ないから、日本は閉鎖的だと盛んに言うのです。しかし、実際にそんなことはなくて、ヨーロッパ側の
企業努力が足りないのが真実です。もっと大きな視点で、EU も日本も力を合わせることができれば、
もっと世界の鉄道をリードできるのではないかと思います。
実は日本側も交渉で取りたいものがありました。JR は国鉄から民営化されたのに、政府に課せられ
ている WTO 条約の義務がかかっていたのですが、1年間ほど一生懸命交渉して取り払うことができま
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した。このとき、何が難しかったかというと、ヨーロッパは日本の安全規制が厳しくて、参入障壁にな
っているのではないかと言うのです。ヨーロッパの鉄道はそれほどたくさん人が乗らないからかもしれ
ませんが、日本の鉄道はラッシュ時に一本でも止まると、とても困るということが、文化や常識の違い
から、ヨーロッパの人たちはなかなか理解できないのです。
そこは結局、コミュニケーションの問題になってしまいます。相手の文化から、相手がどういう生活
をしているかを見ながら、相手に分かってもらわないと、結局うまくいかない。言葉はクリアにして伝
えなくてはいけないし、相手が分かっているかどうかを質問しながら確認することも大事です。
6．おわりに
最後になりますが、仕事をするときに大事なのは、「相手を思いやる心」だと思います。伝える相手
が普段からつきあっている人であれば特に問題なく通じますが、そうでなければ、この人はどんな人か
というのを考えて、すんなり分かってもらえるようにどうすればいいか、ちゃんと通じているかを気に
掛けることが大事なのです。
また、どんな話をするかを先に言って、相手に準備する気持ちの余裕を与えるとだいぶ違います。不
意打ちをしないということです。結局は、相手にどうやって伝えるか。相手の様子を見ながらやった方
がうまくいくということです。
この中には、日本人や留学生も含めて、いろんな人がいると思いますが、学生時代に多様な人と付き
合って、たっぷりある時間を効率を求めず、贅沢に使ってほしいです。それが学生の一番の特権である
と同時に、その経験は、将来、人との関係をどうしていくかという点で、とても役立つと思います。
質疑応答
（Q 1）韓国から来た国際学部 1年生の学生です。コミュニケーションについて、日本人には本音と建前
がありますが、韓国と日本の交渉の場でも日本の方は建前的に交渉するのでしょうか。本音と建前の比
重をどのように取るのが一番いいのでしょうか。
（日笠）なかなか悩ましい問題ですが、日本人はお酒を飲むと本音を話しやすいし、多分あなたのよう
にとても日本語が上手だと、相手も本音で話しやすくなります。一般的に、外国の方が、自分の国の言
葉で話してくれるとうれしくなりますよね。日本に来て日本語を話してくれるとうれしいのです。
交渉の場合、あまり建前ばかりやっていると、絶対に進みません。これは多分、人種に関係なくそう
です。一方で、初めから本音を言ってしまうと、これも意外とうまくいきません。会議の場では本音と
建前は完全に分けます。分けないと、逆に一貫性がなくて、その国の人たちの立場は、何が本当なのだ
ということで混乱します。
（Q 2）国際学部 1回生の学生です。マルチラテラルの交渉の場で、ある国が流れを変えるために別の話
をして、それから自分の結論に持っていくという話がありました。日本の交渉をする方たちは、あまり
そういう手段は取らないのでしょうか。
（日笠）人にもよりますが、ずっと外交官をやっている人などで、ちょっとした短いストーリーや例え
話から始めて上手にやるような人はいました。
一般的に、日本人は会議で延々としゃべることが嫌いです。一方、ヨーロッパには、効率が悪くて
も、きちんとみんなで議論したということをとても大事にする文化が、明らかにあります。国際会議や
国際機関といった、いろいろな人がいるところの場合は、とにかくみんなが意見を必ず言って、必ず聞
きます。だから、そういうのに慣れていた方が良くて、日本でも何もしゃべらないよりは、取りあえず
意見を言うということが大事かもしれません。
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